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民
国
連
携
に
よ
る

「
松
く
い
虫
防
除
帯
森
林
」の
整
備
に
向
け
た
取
組

東
北
森
林
管
理
局　

盛
岡
森
林
管
理
署

署の基礎
データ

管内概要
　盛岡森林管理署は、北上川上流森林計画内の盛岡市、滝
沢市、岩手町、雫石町、矢巾町、紫波町の２市４町にまたが
る62 千ha を管理経営しています。
　管内の西には奧羽山脈、東には北上高地が南北に走り、
この間を宮城県の太平洋にそそぐ東北最大の北上川（全
長249km) が流れ、東からは支流の根田茂川、丹藤川、中津
川が、西から雫石川、滝名川が合流しています。また、盛岡
市街を流れる中津川は、秋に鮭が遡上することで有名です。
　盛岡市の北西に県内最高峰の岩手山が聳え、その南側の
秋田県境には乳頭山、駒ヶ岳、モッコ岳等からなる奥羽山
脈が連なり、その東には男助山、女助山が雫石町を取り巻
き、さらに箱ケ森、南昌山、東根山からなる志波三山へと続
いています。
　また、北上高地地域は、一般に起伏が少なく、姫神山など
1,000 ｍを超える山々が山頂を連ねています。
　林況は山岳部ではブナを主体とする天然林が多く、その
下方にスギ、カラマツ、アカマツ等の人工林が広がってい
ます。
　管内には、水源確保のための水源かん養保安林、国土保全のための土砂流出防備保安林などの保安
林に指定されている森林が多くあります。
　また、優れた景観を有する森林が多いことから「十和田八幡平国立公園」「外山早坂県立自然公園」
に指定されており、観光、登山、スキー等多くの人々に利用されています。

所 在 地 岩手県盛岡市北山二丁目２－ 40
区 域 面 積 234,451ha
う ち 森 林 面 積 163,899ha
国 有 林 61,848ha
管轄区の関係市町村 盛岡市、滝沢市、岩手町、雫石町、矢巾町、紫波町

取
組
の
背
景

　

松
く
い
虫
被
害
は
我
が
国
最
大
の
森
林
病

虫
害
で
あ
り
、
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
と

い
う
線
虫
が
ア
カ
マ
ツ
な
ど
の
樹
体
内
で
活

動
し
、
マ
ツ
が
通
水
阻
害
を
起
こ
し
て
枯
損

す
る
森
林
被
害
で
す
。
衰
弱
し
た
マ
ツ
に
産

卵
す
る
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
が
マ
ツ
ノ

ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
を
媒
介
す
る
こ
と
で
、
松

く
い
虫
被
害
が
周
囲
に
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

　

松
く
い
虫
に
よ
る
森
林
被
害
は
、
全
国
的

に
見
る
と
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
岩
手

県
内
で
は
近
年
被
害
地
域
は
拡
大
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
最
近
で
は
、
松
く
い
虫
被
害
が
県

央
部
の
紫
波
町
や
花
巻
市
へ
拡
大
し
た
時
期

と
東
日
本
大
震
災
の
発
生
が
重
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
対
応
が
遅
れ
、
そ
の
後
も
北
上
川
沿

い
の
丘
陵
林
を
中
心
に
被
害
が
北
上
し
ま
し

た
。
平
成
25
年
に
は
内
陸
部
の
盛
岡
市
北
部
、

平
成
26
年
度
に
は
さ
ら
に
北
側
の
八
幡
平
市

や
岩
手
町
に
点
在
す
る
被
害
木
が
見
つ
か
っ

青森県
秋田県

岩手県

宮城県

山形県

盛岡森林管理署

姫
神
山
か
ら
望
む
岩
手
山
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た
こ
と
か
ら
、
従
前
か
ら
の
被
害
の
早
期
発

見
と
被
害
木
の
処
理
等
に
よ
る
対
策
の
み
で

は
、
被
害
の
拡
大
は
阻
止
で
き
な
い
の
で
は

な
い
か
と
の
危
機
感
を
持
ち
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
新
た
な
対
策
と
し
て
、
被
害
先

端
地
の
北
側
に
「
松
く
い
虫
防
除
帯
森
林
」

を
整
備
し
、
岩
手
県
北
部
へ
の
松
く
い
虫
被

害
の
拡
大
阻
止
を
試
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　「
岩
手
町
横
断
松
く
い
虫
防
除
帯

森
林
整
備
推
進
協
定
」の
締
結

　
「
松
く
い
虫
防
除
帯
森
林
」
の
整
備
に
際

し
て
は
、

（
１
）	媒
介
昆
虫
で
あ
る
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ

キ
リ
の
飛
行
距
離
か
ら
、
防
除
帯
の
幅

を
２
㎞
以
上
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
現
地
の
森
林
は
国
有
林
だ
け
で

な
く
、
県
有
林
、
町
有
林
、
私
有
林
と

様
々
な
所
有
者
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
国
有
林
の
取
組
の
み
で
は
、
効

果
的
な
防
除
帯
幅
の
確
保
が
で
き
な
い

こ
と

（
２
）	現
在
、
ア
カ
マ
ツ
材
の
需
要
が
低
迷
し

て
お
り
、
伐
採
し
た
ア
カ
マ
ツ
の
有
効

活
用
が
難
し
い
こ
と

な
ど
が
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
ま
ず
は
、
民
有

林
所
有
者
へ
防
除
帯
森
林
の
整
備
へ
の
理

解
を
得
る
た
め
の
現
地
検
討
会
及
び
説
明
会

等
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
合
意
形
成
を
図

り
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
岩
手
県
盛
岡
広
域

振
興
局
、
岩
手
県
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
、
岩

手
町
、
森
林
所
有
者
、
森
林
総
合
研
究
所
東

北
支
所
、
盛
岡
森
林
管
理
署
の
６
者
に
よ
り
、

６
０
０
ha
に
わ
た
る
広
大
な
森
林
を
対
象
と

し
た
防
除
帯
の
整
備
事
業
の
全
体
構
想
を
作

成
し
ま
し
た
。

　

全
体
構
想
で
は
、
ア
カ
マ
ツ
を
伐
採
し
て

松
く
い
虫
被
害
の
発
生
し
な
い
カ
ラ
マ
ツ
を

植
え
て
い
く
こ
と
に
加
え
、
郷
土
樹
種
で
あ

る
コ
ナ
ラ
や
ク
リ
な
ど
の
ぼ
う
芽
更
新
に
よ

り
、
か
つ
て
あ
っ
た
広
葉
樹
林
に
戻
し
て
い

く
こ
と
も
基
本
方
針
と
し
ま
し
た
。
平
成
28

年
７
月
に
は
、
防
除
帯
の
事
業
を
実
施
す
る

た
め
の
「
岩
手
町
横
断
松
く
い
虫
防
除
帯
森

林
整
備
推
進
協
定
」
を
上
記
の
６
者
で
締
結

し
、
現
在
、「
松
く
い
虫
防
除
帯
森
林
」
の

整
備
を
実
施
中
で
す
。

　

ま
た
、
伐
採
し
た
ア
カ
マ
ツ
の
利
用
に
資

す
る
た
め
、
流
通
、
販
売
、
加
工
、
建
築
等

の
関
係
者
か
ら
な
る
「
ア
カ
マ
ツ
利
用
促
進

連
絡
会
議
」
を
岩
手
県
が
主
体
と
な
り
設
立

し
、
現
在
、
販
路
の
拡
大
を
図
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

ア
カ
マ
ツ
は
従
来
、
梁
な
ど
の
建
築
用
材

と
し
て
盛
ん
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

近
年
は
、
住
宅
様
式
の
変
化
な
ど
に
よ
り
利

用
が
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に「
松

く
い
虫
防
除
帯
森
林
」
の
整
備
の
た
め
に
伐

採
さ
れ
た
ア
カ
マ
ツ
の
一
部
は
、
県
内
の
畜

舎
の
木
造
化
等
に
も
利
用
さ
れ
て
お
り
、
今

後
の
ア
カ
マ
ツ
の
利
用
促
進
に
繋
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

お
わ
り
に

　

協
定
で
は
、
平
成
28
年
～
32
年
ま
で
の
５

年
間
に
民
有
林
と
国
有
林
の
関
係
者
が
連
携

し
て
、
防
除
帯
の
整
備
を
推
進
し
て
い
く
計

画
と
な
っ
て
お
り
、
防
除
帯
の
整
備
の
効
果

に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
証
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
関
係
者
が
力

を
合
わ
せ
て
、
松
く
い
虫
被
害
の
拡
大
阻
止

に
む
け
て
全
力
で
取
り
組
む
所
存
で
す
。

岩手町横断松くい虫防除帯森林整備協定
（全体構想）

・	防除帯を造成し松くい
虫被害の北上阻止

産・学・官の連携で事業効果の拡大

継続的な雇用の創出
で林業の成長産業化
に繋げる

目的

・	コナラ・クリ等郷土樹
種によるぼう芽更新

・	地利、地位の高い林分
にカラマツ新植

・	防除帯機能発揮・低コ
スト林業技術の開発

・	アカマツ材の利用拡
大・多様な森林整備

方法

効果

森を守り・森を育み・
森を利用する林業サ
イクルで森林再生

森林整備推進協定の目的

６者による協定締結式

岩手町を横断する協定の位置図


